
● ● 初心者のための SketchUp 操作解説 Ⅰ ●● 

「線」 ツールの使い方 

1. 自由な直線を描く． 

「描画」->「線」 ツールを選択しクリックする． 

始点を決めクリックし，さらに終点を決めクリックすると線が表示される． 

CAD 画面右下の「値制御ボックス」にその直線の長さがミリ単位で表示される． 

 

 

2. 決まった寸法の線を引く． 

線を引いた後で，キーボードより長さを数字で 4000 と入力する．線の長さが 4000mm になる． 

あるいは，始点を指定した後で，キーボードより長さを数字で 4000 と入力する．線の長さが 4000mm になる． 

CAD 画面右下の「値制御ボックス」にその直線の長さがミリ単位で表示される． 

 

 

3. 直線を均等な長さで分割する． 

直線に「線」 ツールをあて右クリックするとメニューが現れる． 

メニューの [分割] をクリックすると，線上に，分割を示す点が配置される．ポインタを線上で動かすと，分割

数が増減する．目的の分割数になったところで，線をクリックする． 
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4.  決まった 3D 座標位置に線の終点を空間配置する． 

 

キーボードより終点の位置を半角数字で入力する．CAD 画面右下の「値制御ボックス」にその 3D 座標が表示

される． 

 

a. 絶対座標を入力： 原点からの 3D 空間内の点の xyz 座標を［ｘ，ｙ，ｚ］のように角括弧で囲んで入力する． 

 

b. 相対座標を入力： 始点からの総体的な 終点の xyz 座標を＜ｘ，ｙ，ｚ＞のように山括弧で囲んで入力す

る． 

5.  軸に平行な線を描く．任意の線に平行な線を描く． 

 

描線は、赤軸（X 軸）、緑軸（Y 軸）、青軸（Z 軸）に平行になるとその色になり、そのときキーボードの[Shift]キー

を押すとその方向にロックされる． 

     平行にしたい線に鉛筆カーソルを合わせると[エッジ上]と表示されるのを確認してから、線がピンク色になって

[エッジに平行]と表示されて平行な線が引ける． 
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基準線 (構築線・構築点)の作図 -「メジャー」 ・「分度器」 -  

1.   寸法が決められた立体を作成するには，前もって基準線や補助線(構築線)を描く． 

 

2. 「メジャー」 ツールで基準線を描く． 

測定の基準点をクリック． 

次に，ポインタを動かし破線で表示した平行線を移動しクリック． 

平行線の間隔をキーボードより数値入力する.間違えたら「ESC」キー． 

これを繰り返し,基準線を作成． 

  

3.「分度器」 ツールで，角度を持った基準線を描く． 

a. 「分度器」のポインタを基準となる点(原点)に置き，クリック． 
b. ポインタを動かし，角を構成する線のうちの 1 本にポインタを合わせ，クリックして角の開始線

を設定． 
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c. 頂点を中心にしてポインタを動かし，破線の直線で角度を作る． 
d. 基準となる角度をキーボードより入力し，クリック．間違えたら「ESC」キー． 
 

  

 

 

 

複線・平行線の作図 -「オフセット」 - 

1.  複線表現 

「ツール」－＞「オフセット」 をクリックする． 

複線あるいは平行線を作成したい，面や線をクリックする． 

ポインターを動かし，クリックすると，複線が作成される． 

キーボードより正確な値を入力できる． 
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長さと角度を測定 -「メジャー」 ・「分度器」 -  

1. 「メジャー」 ツールで長さの測定． 

測定の始点 A をクリック． 

ポインタを動かし測定の終点 B をクリック． 

 

2. 「分度器」 ツールで，角度の測定． 

a. 「分度器」のポインタを角の頂点 (2 本の線が交わる所) 上に置き，クリック． 
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b. ポインタを動かし，角を構成する線のうちの 1 本にポインタを合わせ，クリックして角の開始線を設定． 

 

c. 頂点を中心にしてポインタを動かし，もう 1 本の線にポインタを合わせ，クリックして角度を測定． 
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文字記入 

1. 「構築」->「テキスト」 ツールをクリックする． 

 

 

2. クリックし指示しするとそこから引き出し線が出て文字入力ができる．文字はいつもカメラに向かって正面を向

いている． 

 

  

 

3.  表示した文字をクリックすると編集の操作画面になる． 

 

テキスト編集あるいはエンティティ情報で内容を変更できる． 
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寸法の作図  

1. 「構築」->「寸法」 ツールをクリックする． 

 

 

2. 始点と終点を指示しすると，寸法線，寸法補助線，寸法値が作図される． 

 

・図形の大きさが変わると寸法の数値も自動的に変化する． 

 

 

3.  寸法の表示の形式はここで設定する． 

 

「ウインドゥ」->「モデル情報」->「寸法」 
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レイヤ操作 01 -立体をレイヤに分けて作る・レイヤ間移動- 

1. CAD で描く立体は，レイヤ(画層)ごとに作成し，レイヤごとに画面表示する． 

 

a. レイヤには図形を描く「書き込みレイヤ」と描いた図形を表示する「可視化レイヤ」があり，これを区

別する． 

 

b. 書き込みレイヤ(画層)の追加． 

 

①レイヤ(画層)を操作するには，「ウィンドウ」－＞「レイヤ」をクリックすと，レイヤ操作画面が表示さ

れる． 

②最初のレイヤ操作画面では，レイヤーの内容として「レイヤ０」「基準線０１」がある．「＋」をクリック

して新しいレイヤ名を追加する． 

レイヤ操作画面に「レイヤ１」，「レイヤ２」，「レイヤ３」を追加入力する． 

③不要なレイヤは「－」をクリックして消すことができる．ただし「レイヤ０」は削除できない． 

 

   

 

c. レイヤ(画層)への図形の書き込み． 

 

図形を書き込むレイヤは，レイヤ操作画面の名前の○に黒丸のチェックを入れる． 

 

これ以降は，○にチェックを入れたレイヤのみに図形が書き込まれる． 

 

「レイヤ１」にチェックを入れて，角錐を描く．同様にして，「レイヤ２」に角柱，「レイヤ３」に円錐を描

く． 
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d. レイヤ(画層)と図形の表示確認． 

 

●「レイヤ２」に正しく角柱を描いたかデータを確認するには，角柱を右クリックすると，コンテキスト・

メニューが表示される． 

●[エンティティ情報] を選択すると[エンティティ情報] ダイアログ ボックスが表示される． 

●[レイヤ] に現在のレイヤー名が表示される． 

 

●「レイヤ２」に正しく角柱を描いたか図面を確認するには，「レイヤ２」以外の可視□のチェックをは

ずす． 

 

●レイヤ操作画面の「レイヤ２」と「基準線０１」の可視に□チェックを入れると，方眼紙と角柱の二つ

のレイヤが同時に表示(可視化)される． 
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e. 立体のレイヤ(画層)間移動．  

●レイヤを間違っても，図形はレイヤ間移動で修正ができる． 

●マウスで移動したい角柱を選択し，右クリックすると，コンテキスト・メニューが表示される． 

●[レイヤ間移動 Put on Layer] －＞「基準線０１」をクリックし角柱の移動先を「基準線 01」に指示

する． 

●再度，角柱を右クリックし， [エンティティ情報] を見ると， 

●レイヤが「基準線０１」に移動したことが示される． 

 

 

 

●確認 書き込みレイヤ「レイヤ２」で可視にすると，「レイヤ２」には角柱図形が表示されない． 

 

●書き込みレイヤ「基準線０１」で可視にすると，方眼紙と角柱が表示される． 
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レイヤ操作 02 -レイヤ表示・カラー表示- 

1. レイヤ(画層)の表示． 

 

CAD で作った部品は，下書き，いらないもの，間違ったものも消去しない．後で使うことが必ずある．見えなく

すればよい． 

●レイヤ(画層)を操作するには，「ウィンドウ」－＞「レイヤ」をクリックすと，レイヤ操作画面が表示される． 

●人形と座標軸「レイヤ０」，方眼紙「レイヤ基準線０１」，角錐「レイヤ１」，角柱「レイヤ２」 

●そして円錐「レイヤ３」の立体が異なったレイヤーに描かれている． 

 

2. レイヤ(画層)ごとに立体をカラー表示する． 

 

レイヤ操作画面の右上のマークを左クリックすると「レイヤの色」のメニューが現れる． 

 

●「レイヤの色」を選択すると，レイヤ操作画面に示したレイヤの色で立体をカラー表示する． 

●CAD 画面でレイヤと図形の対応関係の確認ができる．塗られた色を消すには，「レイヤの色」を再度クリッ

クする． 
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3. レイヤ(画層)ごとの画面表示操作． 

a. 全てのレイヤ(画層)の画面表示． 

図形を書き込む「書き込みレイヤ」と表示(可視化)する「可視レイヤ」の役割を区別する． 

「可視レイヤ」に全てチェックを入れ，全レイヤーを表示したものがこの画面である． 

 

b. 方眼紙を描いた「基準線０１」だけに可視のチェックを入れる． 

 

c. 角錐を描いた「レイヤ１」だけに可視のチェックを入れる． 

 

d. 角柱と円錐を描いた「レイヤ２」「レイヤ３」だけに可視のチェックを入れる． 
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図面の稜線表現を指定する 「エッジスタイル」 

1. 「表示」->「エッジスタイル」をクリックするとサブメニューが表示される． 

 

 

2. 「エッジスタイル」->「外形線」は，立体の外形線を太線で表現する． 

  

 

3. 「エッジスタイル」->「外形線」なしは，立体の外形線を細線で表現する． 

  

 

4.  「エッジスタイル」->「エッジを表示」しないは，立体の稜線を表現しない． 
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図面の面表現を指定する 「面スタイル」 

1. 「表示」->「面スタイル」をクリックするとサブメニューが表示される． 

 

 

 

2. 「面スタイル」->「テクスチャ付シェーディング」は，図形の面の稜線・面の材質・陰影を表現する．通常はこれ

を使用する． 

 

  

 

3. 「面スタイル」->「ワイヤーフレーム」は，図形の面を表現せずに稜線のみを表現する． 

 

  

 

4. 「面スタイル」->「隠れ線」は，面に隠れた稜線は表示しない．図形の見える面と稜線を表現する． 
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5.  「面スタイル」->「X 線」+「テクスチャ付シェーディング」は，面のテクスチャーを半透明にし，隠れた稜線を表現する．

レントゲン写真のイメージ表現． 
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CAD 図面の座標軸を移動 -「軸」 ツール-  

1. 座標軸や基準面を動かすとモデリングや組立作業が楽になる． 

 

  

 

2. 描画軸を，屋根の上の平面に移動する． 

 

  

a.  [軸] ツールをクリック．赤青緑の 3 軸 が表示される． 

b.  ポインタを，新しい座標軸の原点にしたい点に移動し，クリックして原点を確定． 

 

c.  ポインタを原点から離れる方向に移動して，赤軸の方向を設定し，クリックし赤軸を確定． 

d.  ポインタを原点から離れる方向に移動して，緑軸の方向を設定し，クリックし緑軸を確定． 
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e.  移動した原点に，新しい描画軸が設定される． 

 

 

3.  描画軸をデフォルトの位置に戻す． 

 

描画軸を右クリックするとメニューが現れる． [リセット] をクリックすると最初の原点に描画軸が戻る． 
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図面の縮尺の変更  

1. 図面全体の縮尺を変更することがある． 

例えば，一辺 1000ｍｍの立体を描いた図面を一辺 100mm の図面に変更したい場合， 

｢メジャー｣ ツールを使用して縮尺を再度設定する． 

図面の縮尺でなく，立体だけの拡大・縮小は「縮尺」 ツールを使用する． 

特に，「dxf 形式の図面」を，ただインポートした場合，図面の縮尺が正しく反映されないので，必ず縮尺変更

の操作を行う． 

 

2. 「構築」->「メジャー」 ツールをクリックする． 

 

3. 「メジャー」 ツールで，長さ 1000ｍｍを示す一辺の始点と終点を指示する． 

指定したら，キーボードから変えたい長さ 100 の値を入力する． 

この結果は，画面の右下に表示される． 
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｢エンターキー｣を押すと，次の確認が表示されるので，間違いがなければ ｢はい｣を押す． 

 

4. 図面の縮尺の変更が行われ，描いた立体が小さく表示される．また寸法も縮尺に応じて変更されている． 

 

立体を拡大して確認する． 
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3D-CAD で準備している基本図形 -コンポーネント- 

1. CAD には前もって基本図形と部品が用意されている． 

 
これを組み合わせ目的の図形を構成する． 

 

3D-CAD で準備している基本図形 

 

2. 「ウインドウ」->「コンポーネント(部品)」->「形状」をクリックする． 

「形状」の内容が表示される． 

 

   
 

3. コンポーネント(部品) 「形状」の内容を使用して図形を構成する． 
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コンポーネントの追加 -ボーナスパック- 

1. 「コンポーネント(3D 部品)」素材の追加．多くの部品が用意されている． 

 (建築 723/ 建設 797/ 映画と舞台 107/ 景観建築 583/ 人物 166/ 記号 26/ 交通 48) 

2. 素材「建築 ドア部品」の例． 

 

3. 素材「「建築 椅子部品」の例． 

 
 

4.  素材「景観 木」の例． 
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CAD 図面を白くする -「スタイル］ツール-  

1. 新規で図面を作成すると，「背景」，「空」と「地面」が着色されている．これを次の操作で，用紙を全て白色に

することができる． 

 

 

 

2. この変更は「スタイル］で行う．「ウインドウ」->「スタイル］ツールをクリックする． 

 

●「スタイル」ツールの［編集」をクリックする． 

●背景，空，地面の色が表示され，チェックが入っていることを確認する． 

●色が不要なため，このチェックをはずす． 

●次に「背景」の色を白色にするため，背景の色アイコンをクリックする． 

    

 

3.  色を生成する操作画面が現れる． 

 

R=G=B=255 の値にして白色を作成する． 

OK を押すと CAD 図面が白くなる． 
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CAD データを軽くする -「モデル情報］- 

1. CAD を使用し続けると，作図している図面のデータが多くなり，動作が鈍くなる． 

 

またネツトワークでデータを送るには重たくなる． 

図面に含まれているデータを削除し，無駄な内容を図面に含まないようにする． 

 

2. この不要なデータの削除の手続きは，「ウインドウ」->「モデル情報］」->「統計］をクリックする． 

 

「統計］をクリックすると，「モデル全体｣についての，作成した３次元図形の部材の統計リストが現れる． 

 

 

3.  ｢不要アイテムを完全に削除」をクリックし図面データを減らす． 
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やってみよう名前の立体文字 

1. 立体文字・3D テキスト  

 

2 次元図形の文字に奥行きを付けこれを立体化する． 

 

 

 

2. 「ツール」-> 「3D テキスト」をクリックする．「3D テキストを配置」の操作画面に変わる． 

 

ここに立体化したい文章・書体・文字の高さと奥行きの情報を入力する． 
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3. 「配置」をクリックすると文字が立体化される．「回転」ツールを使って文字の向きを変えることもできる． 

 

  

 

4.  自分の名前を入れて立体文字を作成． 
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